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令和４年度 　１０月３１日、１１月１日に開催された町議会において、令和４

年度の決算が認定されました。

　日本経済は、ウィズコロナの下で消費と設備投資が前期比プラス

で推移するなど、多くの需要項目でコロナ禍前水準を回復しました。　

　一方、世界的な物価上昇、円安方向への為替変動もあり、社会経

済活動に大きく影響している状況です。

　本町の財政運営としては、安定した行政サービスの確保に留意し、

国・道の補助金などを有効活用した予算の執行に努めました。

　一般会計の歳入総額は１３１億８，５３１万

円となり、地方交付税が１億４，２７７万円、寄

附金が５，４１７万円の増等により、前年比

１億８，５２５万円の増となりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　また、町税などの自主財源比率は、２８．２％

で前年の２１．８％から６．４ポイント増加し、町

税や使用料、手数料等による実際の収入額は、

２１億７，７１９万円で前年から２，４６１万円増加し

ています。

　依存財源の中で最も多い割合を占めているのが

地方交付税（５５億７，２７１万円）で、歳入額の

４２．３％を占めています。

　一般会計の歳出総額は１２８億１，６７９万

円となりました。目的別に見ると、衛生費が

２４億３，０１７万円（１９％）で最も多く、続いて

民生費が２３億１，３２２万円（１８％）、職員給与

費が１８億６，４９８万円(１４．６％)、借金返済

のための公債費が２０億１，１７４万円（１５．７％）

で、この４項目で歳出額６７．３％を占めています。

　令和４年度の主な事業は、認定こども園、保育

所等施設整備補助事業で５億６，１９５万円、高度

無線環境整備推進事業で５億６，５１３万円、新栄

団地住棟建設工事で２億１，６３７万円となってい

ます。

一般会計歳入

一般会計歳出

一般会計　１３１億８，５３１万円（前年比１億８，５２５万円増）

自主財源比率　 ２８．２％（前年比６．４ポイント増）

一般会計１２８億１，６７９万円（前年比５億５，２２０万円増）

衛生費が２４億３，０１７万円と歳出の１９％を占める

区　分 令和３年度決算 令和４年度決算 増減率

職 員 給 与 費 １９億３５６万円 １８億６，４９８万円 ▲２．０％

公 債 費 １７億３，９１２万円 ２０億１，１７４万円 １５．７％

総 務 費 ８億６，４６８万円 ９億２，５２９万円 ７．０％

民 生 費 １７億４，２８３万円 ２３億１，３２２万円 ３２．７％

土 木 費 １２億２，２２７万円 １２億８，５００万円 ５．１％

教 育 費 ５億３，４４６万円 ５億８，５４１万円 ９．５％

消 防 費 ５億４，０６７万円 ５億５，３６４万円 ２．４％

農 林 水 産 業 費 １５億８，５５３万円 ２億９，２８７万円 ▲８１．５％

衛 生 費 １９億２，４９５万円 ２４億３，０１７万円 ２６．３％

議 会 費 な ど ２億６５２万円 ５億５，４４７万円 １６８．５％

合　計 １２２億６，４５９万円 １２８億１，６７９万円 ４．５％

※端数処理・計算を万単位で行っているため、

決算説明書と一致しない場合があります。

町税　12.1％
15 億 8,985 万円

職員給与費　14.6％
18億 6,498 万円

歳入合計

１３１億

８，５３１万円

歳出合計

１２８億

１，６７９万円

使用料や繰越金など　14.5％
19 億 934万円

公債費　15.7％
20 億 1,174 万円

諸収入　1.6％
2億 573 万円

総務費　7.1％
9 億 2,529万円

民生費　18.0％
23 億 1,322 万円

土木費　10.0％
12億 8,500 万円

教育費　4.6％
5億 8,541万円

消防費　4.3％
5億 5,364 万円

農林水産業費　2.3％
2億 9,287 万円

衛生費　19.0％
24 億 3,017 万円

議会費など　4.4％
5億 5,447 万円

依存財源

自主財源
(28.2％)

(71.8％)
地方交付税　42.3％
55 億 7,271万円

国・道支出金　17.4％
23 億 251万円

町債　8.3％
10 億 9,998 万円

地方譲与税など　3.8％
5億 519万円
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　特定の事業を行うために一般会計と区分して設置されている特別会計の決算は以下のとおりです。

※企業会計は税抜き表示になっています。

　令和４年度決算に基づいて算定した日高町の実質公債費比率と将来負担比率は下表のとおりです。

　実質公債費比率は早期健全化基準を下回っていますが、前年より１．５ポイント上昇し、道内では９番目に高

い比率となっており、引き続き町債の発行を抑える努力が必要です。

　また、将来負担比率も早期健全化基準を下回っていますが、道内では３０番目に高い比率となっており、今

後も町債の発行を抑制し、将来負担を増やすことがないよう計画的な財政運営が必要です。

日高管内の状況

実質公債費比率 将来負担比率 経常収支比率

※実質赤字比率と連結赤字比率は赤字が生じていないため、「－」（該当なし）で表示しています

※比率がないため（－）表示

特 別 会 計

企 業 会 計

財 政 指 標

特別会計の総支出は３１億９，４６７万円

前年比５，４９６万円（１．８％）の増

収益的収支において、下水道事業１，３４４万円、国民健康保険病院事業１，

４８５万円の黒字、簡易水道事業８０６万円、水道事業９５０万円の赤字決算

実質公債費比率は１３．８％（前年比１．５ポイント上昇）

将来負担比率は５１．７％（前年比７．０ポイント減少）

区　分 歳　入 歳　出 差引残額 増減率

国 民 健 康 保 険 １３億１，６７４万円 １３億　７５９万円 ９１５万円 ４．３％

後 期 高 齢 者 医 療 １億９，９３０万円 １億９，９２３万円 ７万円 １．４％

日高国民健康保険診療所 ２億６，６３７万円 ２億５，７５７万円 ８８０万円 ▲４．５％

富川国民健康保険診療所 １億３，８４４万円 １億３，５３２万円 ３１２万円 ▲１．６％

介 護 保 険 １３億６，８０７万円 １２億９，４９６万円 ７，３１１万円 １．０％

合　計 ３２億８，８９２万円 ３１億９，４６７万円 ９，４２５万円 １．８％

区　分
収益的収支 未処分利益

剰余金
（繰越欠損金）

利益剰余金
(未処理欠損金 )収　入 支　出 差　引

簡 易 水 道 １億　１５４万円 １億　９６０万円 ▲８０６万円 ▲８０６万円 ▲６８５万円

下 水 道 ５億２，３６２万円 ５億１，０１８万円 １，３４４万円 １，３４４万円 ４，３５７万円

水 道 ３億３，２０１万円 ３億４，１５１万円 ▲９５０万円 ▲９５０万円 ２億７，０３５万円

国民健康保険病院 １５億５，１１４万円 １５億３，６２９万円 １，４８５万円 １，４８５万円 ▲２億８，６０２万円

財政健全化判断比率 日高町 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 － 　１４．０６ ２０．００

連結赤字比率 － 　１９．０６ ３０．００

実質公債費比率 １３．８ 　２５．００ ３５．００

将来負担比率 ５１．７ ３５０．００ －

順位 町名 数値 道内順位

１ 日高町 １３．８ ９

２ 様似町 １１．１ ３６

３ 新ひだか町 １０．５ ４９

４ 浦河町 ９．９ ６１

５ えりも町 ８．０ １０９

５ 新冠町 ８．０ １０９

７ 平取町 ７．１ １３０

順位 町名 数値 道内順位

１ 日高町 ５１．７ ３０

２ 平取町 ４１．２ ３９

３ 新ひだか町 ２８．９ ５３

４ 様似町 １３．４ ７７

５ 浦河町 ６．５ ８６

－ 新冠町 ※ － －

－ えりも町 ※ － －

順位 町名 数値 道内順位

１ 日高町 ９８．６ ２悪い悪い 悪い

良い 良い

（次ページに続く）
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